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＃研究方法
１　Jリーグ2023の試合(306試合)と　　　　
結果を見てポゼッション率、ゴール　　　
(142本)スコア、パス本数を調べる。

２　調べた内容をスプレッドシートに集　　　　
計。

３　調べて集めたデータをグラフに直し、　　　
そのデータから関係を読みとる。

＃研究動機
サッカーの試合で勝率を上げるにはどのよ
うにすれば良いのかを調べたいと思ったか
ら です 。

＃必要な道具
・タブレット　・数字ルーレット　
・やる気　・数学力

#参考文献(Jリーグ公式記録）
https://www.google.com/search?q=j%E3%83%AA%E3%83%BC
%E3%82%B0+%E7%B5%90%E6%9E%9C&oq=&aqs=chrome.0.
69i59i450l8.2774j0j15&sourceid=chrome&ie=UTF-8#sie=lg;/
g/11sb8ph6sw;2;/m/0bs1n73;mt;fp;1

＃結果1
ボール支配率が低いチームほど勝率が高いこ
とが分かった。

＃仮説１
ボール支配率が低いチームよりもボール支配
が高いチームの方が勝率が低い方のではない
だろうか？

＃結果２
繋ぐパス本数が少ないほど、得点率が高い
ことが分かった。

＃仮説２
ボールをたくさん回し、時間をかけてゴールに向
かうよりも少ないパス本数で時間をかけずに
ゴールに向かうほうが得点が生まれやすいの
ではないか？
　

＃まとめ
結果1、2より攻撃的な戦術よりも守備的な
戦術をとり、攻める時は縦に速く少ないパス
本数でゴールに向かうことによって得点が生
まれやすくなり、勝率が上がることはが分
かった。

＃今後したいこと　
攻撃を開始してからゴールを決めるまでの時
間を測ったり、実際にカウンター（時間をかけ
ずに攻めること）を使っているチームはどれく
らい勝っているかを調べてどれくらい自分達
が今回調べたデータと関係があるかを調べ
たらもっと研究内容が深まるのではないかと
思いました。


